
 

 

 

 

 

危 機 意 識 

「自分の命は自分で守る」と「自立」 
現在のコロナ禍、感染についての緊張感が続いています。また、梅雨の時期の

大雨、そして台風、地震など自然災害も少なくありません。これらを今すぐにな

くすことはできなくとも、それらに対しての準備はできるものです。その準備へ

の心構えは学校だけではなく家庭・地域においても大切なことです。 

学校では、年間に3回程度の避難訓練を行います。火災・地震（津波）・不審

者をそれぞれ想定し訓練を実施しています。いつの訓練でも言っていることは

「自分の命は自分で守る」ということです。これは、自分で（自分たちで）状況

を観察し判断する、そして自分が（自分たちが）行動するということです。災害

は訓練のように学校にいる時ばかりではありません。登下校・家に一人でいる・

友達と遊んでいる場合もあります。そんな時に、どう判断し、どう行動するのか

が大切です。 

「どう判断し、どう行動するのか」については、避難訓練の時だけではなく、

日々の学校生活の中でも実践しています。例えば、各教科の授業では、知識・技

能の習得だけを目指しているのではなく、その知識・技能を生かして現在・将来

の生活においてよりよく判断し行動することを大切にしています。 

自分がやりたいことを、自分で見つけて、自分でどんどんやっていくという、

自己実現力(=考動)を通しての「自立」は学校教育目標にも示しています。「自分

の命は自分で守る」ということは「自立」にもつながっていることを生徒のみな

さん一人一人が考えてください。また、ご家庭や地域においても「自分の命は自

分で守る」と「自立」について話をしていただきたいと思います。 

最後に、令和3年 5月 20日から警戒レベル4の「避難勧告」が廃止され「避

難指示で必ず避難」に変わりました。そして、小中学校や公民館等の行政が指定

した避難場所に行くだけが避難ではないことも示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読み聞かせスタート 

 本校では、5月下旬から昼食時間に全校放送で読み聞かせを実施しています。

週 1回程度、学校図書館職員（里先生）と読み聞かせボランティア（もりのいえ）

の方々によってなされます。上記の「たんぽぽのちえ」はその時に読まれたもの

です。 

読み聞かせは、小学校ではよく行われているようですが、本校での実施は初め

てです。生徒たちは、コロナ禍で昼食時間は全員前を向いて無言で食事をしてい

ます。読み聞かせで少しでも生徒たちの心が癒され、そして、少しでも読書への

興味がわき、本好きが増えることを期待しています。 
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生徒一人一人の個性の伸長を図り、 

徳・知・体の調和のとれた、 

感謝の心をもつ自立した生徒の育成 
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春
に
な
る
と
、
タ
ン
ポ
ポ
の
黄
色
い
き
れ
い
な
花
が
咲
き

ま
す
。 

二
、
三
日
た
つ
と
、
そ
の
花
は
し
ぼ
ん
で
、
だ
ん
だ
ん
黒

っ
ぽ
い
色
に
か
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
て
、
タ
ン
ポ
ポ

の
花
の
じ
く
は
、
ぐ
っ
た
り
と
地
面
に
倒
れ
て
し
ま
い
ま

す
。 け

れ
ど
も
、
た
ん
ぽ
ぽ
は
、
枯
れ
て
し
ま
つ
た
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
花
と
じ
く
を
静
か
に
休
ま
せ
て
、
種
に
、
た
く

さ
ん
の
栄
養
を
送
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
う
し
て
、
タ
ン
ポ

ポ
は
、
種
を
ど
ん
ど
ん
太
ら
せ
る
の
で
す
。 

や
が
て
、
花
は
す
っ
か
り
枯
れ
て
、
そ
の
あ
と
に
、
白
い

綿
毛
が
で
き
て
き
ま
す
。
こ
の
綿
毛
の
一
つ
一
つ
は
、
ひ
ろ

が
る
と
、
ち
ょ
う
ど
落
下
傘
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
た
ん
ぽ

ぽ
は
、
こ
の
綿
毛
に
つ
い
て
い
る
種
を
ふ
わ
ふ
わ
と
飛
ば
す

の
で
す
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
倒
れ
て
い
た
花

の
じ
く
が
、
ま
た
起
き
上
が
り
ま
す
。
そ
う
し
て
、
背
伸
び

を
す
る
よ
う
に
、
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
て
い
き
ま
す
。 

な
ぜ
、
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
で
し
よ
う
。
そ
れ
は
せ
い

背
を
高
く
す
る
方
が
、
綿
毛
に
風
が
よ
く
あ
た
っ
て
、
遠
く

ま
で
飛
ば
す
こ
と
が
で
き
る
～
で
す
。
よ
く
晴
れ
て
、
風
の

あ
る
日
に
は
綿
毛
の
落
下
傘
は
、
い
っ
ぱ
い
に
開
い
て
、
遠

く
ま
で
飛
ん
で
い
き
ま
す
。 
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